
 

 

聖書：フィレモンへの手紙 1： 1 – 25 
「せっかくの善い行いが」 
 
 赦せない人や出来事はありますか。私にはあります。学生時代、教会の役員会に陪席していた時、

牧師の発言をフォローするような言葉を発した直後、「君は何様だ！牧師の味方をするのか！」と罵倒

されました。この役員は後に、牧師に対しては「大人げなかった」と言ったそうですが、私には一言

もありません。あれから 20 年。未だどこかで引きずっている自分がいます。頭では「赦さなければ」

とは思うのですが……「赦す」とは、本当に難しいと思います。 
 オネシモが実際に何をしたのか、手紙は具体的な内容には触れていません。しかし、パウロが懸命

に執り成そうとする姿から、かなり大きな失敗をしたと推察されます。また、手紙にある通り、オネ

シモは奴隷でした(「その場合、もはや奴隷としてではなく、奴隷以上の者、つまり愛する兄弟としてです。」フィレ
モンへの手紙1:16)。奴隷は主人のために働き、主人のために生きる存在です。だから、主人に危害を加

えたり、損害を与えたりすることはあってはなりません。その意味で、主人であるフィレモンの怒り

の方が正当なのでしょう。 
 だから、パウロは「彼があなたに何か損害を与えたり、負債を負ったりしていたら、それはわたし

の借りにしておいてください。」(フィレモンへの手紙1:18)と、フィレモンの怒りと不安を鎮めようとしま

す。そして、「主にある兄弟として彼を赦してほしい」と願うのです(「オネシモは特にわたしにとってそう
ですが、あなたにとってはなおさらのこと、一人の人間としても、主を信じる者としても、愛する兄弟であるはずです。」

フィレモンへの手紙1:16)。それはイエスの命じておられる赦しの実践だから、と(「あなたがたも気をつけな
さい。もし兄弟が罪を犯したら、戒めなさい。そして、悔い改めれば、赦してやりなさい。一日に七回あなたに対して

罪を犯しても、七回、『悔い改めます』と言ってあなたのところに来るなら、赦してやりなさい。」ルカによる福音書17:3-
4)。 
 しかし、ここで大切なのは、「キリスト者だから赦さなければならない」のではない、ということで

す。神は、またイエスは、そしてパウロも決して「怒ってはならない」と言っているのではありませ

ん。むしろ、大切な同胞が困っていたら、共に怒り、彼らのために手を差し伸べよ、と言われます(「弱
者や孤児のために裁きを行い／苦しむ人、乏しい人の正しさを認めよ。弱い人、貧しい人を救い／神に逆らう者の手か

ら助け出せ。」詩編82:2-3)。その上で、「あなた自身は弱者を踏みにじってはならない」と言われるのです

(「あなたは彼らを過酷に踏みにじってはならない。あなたの神を畏れなさい。」レビ記25:43)。 
 だからパウロは、フィレモンの怒りが不当だとは言いません。「あなたの怒りはもっともだ。その上

でどうすれば赦しを、相手と新しい関係を築くことができるか、考えてほしい」と願っています。 
 「あなたのせっかくの善い行いが、強いられたかたちでなく、自発的になされるようにと思うから

です。」(フィレモンへの手紙1:14) 
 1994 年の大虐殺以降、アフリカのルワンダでは「赦し」と「和解」のプログラムが続けられていま

す。政府の公式見解では「もう終わった」ことになっていますが、

人間の感情は一様ではありません。加えて、加害者も被害者もキリ

スト者だったという現実が横たわります。 
 どうすれば「赦す」ことができるのか。互いに向き合い、話し合

い、共同作業を通して、一歩ずつ近づいていくプログラムのあり方

に、「赦し」のプロセスを見ました。 
 そこで知ったのは、当たり前のことだが「赦し」は一朝一夕には

実現しないということです。しかし、確実にその未来が来ると信じ

て、もがき続けるしかないのです。私もいつか赦すことができると

信じて…… 
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